時 一九二 〇 年代 

処 盛岡巿 郊外 

人物 爾薩待 正 開業した ての 植物 医師 

ぺ ンキ屋 徒弟 

農民 一 

農民 一 一 

農民 三 

農民 四 

農民 五 

R 民 六 



幕 あく。 

粗末な バラック 室、 卓子 二、 一 は 顕微鏡 を 載せ 一 

は 客用、 椅子 二、 爾薩待 正 椅子に 坐り 心配そう 

に 新聞 を 見て 居る。 立って そわそわ そこら を 直し 

たリ する。 

「今日は あご 

「は あいご (爾薩 待 忙しく 身づくろい する) 

たす さ 

(ぺ ンキ屋 徒弟 登場 看板 を 携える) 

爾薩待 「ああ、 君 か、 出来た ね。」 

ペンキ 屋 (汗 を 拭きながら 渡す) 「あの、 五 円 三十 銭で 



この 町 だって 植物 病院 は ある さ。 ここで は ぼく 

が はじめ だけれ どご 

ペンキ 屋 「だって 現金で ない と 私 帰って 叱られます か 

ら。 そんなら 代金 引替と いう ことにね がい ま 

すご 

(すばやく 看板 を 奪う) 

爾薩待 「君、 君、 そう 頑固な こ と言うん じ やない よ。 

実は 僕 も 困って るんだ。 先月まで は ぼく は 県庁 

の 耕地整理の 方へ 出て たんだ。 ところが 部長と 

喧嘩して ね、 そいつ を ぶんなぐって やめて し 

まったん だ。 商売 を やる たって 金 もない しね、 



やっと その 顕微鏡 を 友 だち から 借りて この 商売 

を はじめ たんだ。 同情して くれ 給え ご 

ペンキ 屋 「だって、 そんな 先月まで 交通整理 だか やつ 

こづ 

ていて 俄かに 医者なん かで き るんで すか ご 

爾薩待 「交通整理 じ やない よ。 耕地整理 だよ。 けれど 

も そり あ、 医者と はちが わ あね。 しかしね、 百 

姓の ことなん ざ 何とで も ごまかせる もんだ よ。 

ぼく、 きっとう まくやる から、 まあ 置い とけよ- 

置い とけよ ご 

(また 取り返す) 

ペンキ 屋 「そうです か。 そい じ や 月末に はどう か 間ち 



がいな く。 困つ ちまうな あ。」 

爾薩待 「大丈夫 さ。 君 を 困らし あしない よ。 ありが と 

う、 じ や、 さよなら ご 

ぺ ンキ屋 徒弟 退場。 

「申し ご 

いずま みづ くろ 

爾薩待 (居座い を 直し 身繕いす る) 「は あご 

おかぼ ばくろう 

農民 一 (登場 枯れた 陸稲 を もっている) 「稲の 伯楽 づ 

の あ、 こっち だべす かご 

爾薩待 「は あ、 そうです ご 

農民 一 「陸稲の ごとで も わがる ベす かご 

爾薩待 「ああ、 わかります。 私 は 植物 一 切の 医者です 



i フ o 一 

力ら 」 

農民 一 「は あ、 おり やの 陸稲 あ、 さっぱりお がらない 

です。 この 位に なって、 だんだん 枯れ はじめで 

す、 なじよ にしたら いが、 教えて くな※ 〔# 小 書 

き 平仮名ん、 228-12〕 せ ご (出す) 

爾薩待 (手に とって 見る) 「はは あ、 あんま リ 乾き 過ぎ 

たなご 

農民 一 「いいえ、 おり やの あそ ご あ ひで え 谷地で、 な 

ひで リ 

んぼ 旱 でも 土 ぼさぼさ づ ぐなる づ ごとの ない 

どご だます ご 

爾薩待 「はは あ、 あんまり 水の はけない ためだ ご 



農民 一 (考える) 「すた、 去年な も、 ずいぶん 雨降り だ 

たんと も、 ずいぶん ゆぐ 穫れ だます、 まんつ、 

おら あだり でば 大谷 地中で おれの これ あとった 

もの 無い がった ます ご 

ま 

爾薩待 「はは あ、 あんまり 厚く 蒔きす ぎた なご 

農民 一 「厚ぐ 蒔ぐ て 全体 陸稲 づ もな、 f 反歩 さなん ぼ 

ごり や 蒔げば いのす ご 

どじょう 

爾薩待 「さう ですな。 品種 や 土壌に よります がな あ、 

さう ですな あ、 陸稲 一反 歩と なるとい うと、 可 

成 いろいろで すがな あ、 その 塩水 撰した やっと 

しない やつで もちが いますが な あご 



爾薩待 「そうですな。 硫安の 薄め 方と なるとず いぶん 

色々 です がな あ、 天気に もよります しね ご 

農民 一 「曇 つ てまず、 土の さつ と 湿け だず ぎだら、 な 

んぼ y J り やにす たらい が ベ す。 」 

爾薩待 「そうですな。 また あんまり 薄くても いかんで 

すな。 あなたの 処 では どれ 位に します ご 

こえおけ 

農民 一 「まず 肥 桶 一 杯の 水 さ、 この 位まで て 言う ます ご 

爾薩待 「ええ、 まあそう です ね、 けれども、 これ 位で 

は 少し 多い かも 知れません ね。 まあ、 こんなん 

でしよう なご (掌 を 少し 小さく する) 

農民 一 「は あ、 せどな はおれ あは、 もっと 入れ だます ご 



爾薩待 「そうです か。 そうすれば まあ 病気です なご 

農民 一 「何 病 だべす ご 

爾薩待 (勿体ら しく 顕微鏡に 掛ける) 「はは あ、 

たちがれびょう 

立枯 病です な。 立枯 病です。 ちゃんと 見えて 

います。 立枯 病です ご 

農民 一 「はでな 、病気よりも 何が 虫 だない がべ すか ご 

爾薩待 「虫 もい ます か。 葉に です かご 

農民 一 「いいえ、 根に す、 小せ あ 虫 こ あ 居る よう だま 

すご 

爾薩待 「ああなる ほど 虫 だ。 ちゃんと 根 を 食った あと 

が ある。 これ は 病気と 虫と 両方です。 主に 虫の 



方です ご 

農民 一 「は あ、 私 もそう だと 思って あんす た ご 

爾薩待 (汗 を 拭いて やっと 安心と いう 風) 「ええ、 そう 

です とも、 これ はもう 明らかに 虫です。 しかも 

根切虫 だとい うこと は 極めて 明白です。 つまり 

この 稲 は 根切虫の 害に よって 枯れた のですな ご 

農民 一 「は あ、 それで、 その 根切虫、 無ぐ する にな じょ 

にす たらい がべ すご 

爾薩待 「さう ですな あ、 虫を殺す とすれば やっぱり 

亜砒酸な どが 一 番 いいです なご 

曲 K 民 一 「は あ、 どこで 売って るべ すご 



爾薩待 「いや、 それ は 私のと こが 病院です からな。 私 

のと こに あります。 いま 上げます ご 

農民 一 「は あご 

くすりびん 

爾薩待 (立って 薬瓶 をと る) 「何 反と いいました です 

かご 

農民 一 「五 畝 歩で ごあんす ご 

爾薩待 「五 畝 歩と すると どれ 位で いい かな あ。 (しば 

らく 考えて な あにく そとい う 風) これ 位で いい 

なご (瓶の まま 渡す) 

農民 一 「あの 虫の いないど ごさ も掛げ るの すか ご 

爾薩待 (あわてる) 「いや、 それ は、 いたと こへ だけ か 



ける のです ご 

農民 一 「枯れ だ どご あ 半分 ごリゃ だんす ご 

爾薩待 「ああ、 丁度 その 位へ かける だけです ご 

農民 一 「水 さなん ぼごり や 入れる のす ご 

爾薩待 「肥 桶 一 つへ まず これ 位です な あご 

農民 一 「は あ、 そうせば、 よっぽど 叮 ねいに 掛げ ない 

やない な。 まんつ お 有難う ごあんすな。 すぐ 

行って 掛げで 見ら※ 〔# 小 書き 平仮名ん、 232-7U 

す。 なん ぼ 上げ だら いがべ すご 

爾薩待 「そうですな。 診察料 一 円に 薬価 一 円と、 二 円 

いただきます ご 



農民 一 「は あご (財布から 二 円 出す) 

爾薩待 (受取る) 「や あ、 ありが とうご 

農民 一 「どうもお 有難う ごあんした。 これが らも どう 

がよ ろしぐ お願いいだ しあんす ご 

爾薩待 「いや、 さよなら ご (農民 一 退場) 

爾薩待 (ほくほくして 室の 中 を 往来す る) 「ふん。 亜砒 

酸 は 五十 銭で 一 円 五十 銭もう けだ。 これなら 一 

向 訳ない な。 向こうから 聞いた 上で こっち は 解 

決 をつ けて やる 丈 だから ご (硫安 を 入れる とき 

の 手 付 をす る) 

「もうしご 



爾薩待 「はいご (農民 二 登場) 

農民 二 「植物 医者 づの あお 前さん だべす かご 

爾薩待 「ええ、 そうです ご 

おかぼ 

農民 二 「陸稲の ごとで も わがる ベす かご 

爾薩待 「ああ わかります。 私 は 植物 一 切の 医者です か 

らご 

農民 二 「は あ、 おり やの 陸稲 あ、 さっぱりお がらない 

です。 この 位に なって だんだん 枯れ はじめで 

すご 

爾薩待 「ああ、 そうです か。 まあお 掛けなさい。 ええ 

と、 陸稲が 枯れ るんで すか ご 



農民 二 「は あ、 斯う 言う にならん すご (出す) 

爾薩待 「ああ、 なるほど、 これ はね、 こいつ はね、 あ 

んまリ 乾き 過ぎた という 訳で もない、 また 水 は 

けの 悪いた めで もない ご 

農民 二 「は あ、 全ぐ その 通り だんす ご 

爾薩待 「そうでしょう。 また あんまり 厚く 蒔き 過ぎた 

ま 

というの でもない。 まあ 一反 歩 四 升 位 蒔いた で 

しょう。」 

農民 二 「そうで ごあんす、 そうで ごあんす、 丁度 それ 

位 蒔ぎ あんす た ご 

爾薩待 「そうでしょう。 また 肥料が あんまり 少ない の 



爾薩待 「それ はね、 亜砒酸と いう 薬 を かけ るんで すご 

農民 二 「どごで 売って ベす ご 

爾薩待 「いや、 勿論 私のと ころに あるので すがね、 い 

まちよつ と 切れて いますから、 証明書 を 書いて 

上げます。 (書く) これ を もって 町の 薬屋から 

買って おいでなさい。 硫安と 同じ 位に 薄めて 使 

うんです。 」 

農民 二 「は あ、 こ いづ 持って て 薬 買って 薄めで 掛ける 

の だな すご 

爾薩待 「そうです ご 

農民 二 「なん ぼお 礼 上げ だら いがべ すご 



爾薩待 「診察料 は 一 円です。 それから 証明書 代が 五十 

銭です ご 

農民 二 「 一 円 五十 銭 だな す。 (金 を 出す) さあ、 どうも 

おありが どご あんす た ご 

爾薩待 「いや、 ありがとう。 さよなら ご 

農民 二 退場 

農民 三 登場 

農民 三 「今朝 新聞 さ 広告 出 はてら 植物 医者 づの あ、 お 

前さん だべす かご 

爾薩待 「ああ、 そうです。 何 かご 用です かご 



農民 三 「おれあの 陸稲 あ、 さっぱりお がらないで すご 

爾薩待 「ええ、 ええ、 それ はね、 疾 うから 私 は 気が付 

いてい ましたが、 針金 虫の 害です ご 

農民 三 「なじよ にす たらい がべ すご 

爾薩待 「それ はね、 亜砒酸 を 掛け るんで す。 いま 私が 

証明書 を 書いて あげます から、 これ を 持って 薬 

店へ 行って 亜砒酸 を 買って 肥 桶 一 つに これ 位ぐ 

らい 入れて 稲に かけ るんで すご 

(証明書 を 書く、 渡す) 

農民 三 「は あ、 そうです か。 おありが どご あんす。 な 

んぼ 上げ 申した ら い が ベ す。 」 



爾薩待 「 一 円 五十 銭です ご 

(金 を 出す) 

農民 三 「どうもお ありが どご あんす た ご 

爾薩待 「いや、 ありがとう。 さよなら ご (農民 三 退 

場) 

農民 四、 五 登場。 

爾薩待 「いや、 今日は、 私 は 植物 医師、 爾薩 待です。 

あなた 方 は 陸稲の 枯れた ことに 就いて 相談に お 

いでに なった のでしょう。 それ は 針金 虫の 害で 

す。 亜砒酸 をお かけなさい。 いま 証明書 を 書い 

てあげます ご (書く) 



農民 四、 五 (驚嘆す) この 人 あ 医者ば かりだない。 

はっけ 

八卦 も 置ぐ よう だ じ や ご 

爾薩待 「ここに 証明書が あります からね、 こいつ を もつ 

て 薬屋へ 行って 亜砒酸 を 買って、 水へ とかして 

稲に 掛け るんで す。 ええと、 お 二人で 三 円 下さ 

いご 

農民 四、 五 「どうもお ありが どご あんす た ご 

爾薩待 「ええ、 さよなら ご 

農民 六 登場。 

爾薩待 「ああ、 (証明書 を 書く) この 証明書 を 持って 薬 

屋へ 行って 亜砒酸 を 買って 水へ とかして あなた 



の 陸稲へ おかけなさい。 すっかり 直ります から _ 

その代り 一 円 五十 銭 置いて つて 下さい ご 

農民 六 (おじぎ、 金 を 渡す。 去る) 

そうそう 

爾薩待 (独語) 「どう だ。 開業 早々 からこう うまく 行く 

と は 思わなかった な あ。 半日で 十 円になる。 看 

板 代な ど はなんで もない。 もう 七 人目の やつが 

来そう な もんだ がな あご 

「今日は ご 

「はいご (農民 一 登場) 

爾薩待 「いや、 今日は。 私 は 植物 医師の 爾薩 待です。 

あなたの 陸稲 はすつ かり 枯れた でしよう ご 



です。 それ をな くす るに は 亜砒酸 を 水に とかし 

てかける のです ご 

農民 一 「は あ、 私そう しあんした ご 

おどろ 

爾薩待 (顔 を 見て 愕く) 「おや、 あなた はさつ きの 方 

です ね。 こつい は 失敬し ました。 どうでした ご 

農民 一 「どうも、 ゆぐな いよだん すじ や。 かげ だれば、 

稲見で る うぢに 赤ぐな つ てし またもす ご 

爾薩待 (あわてる) 「いや、 そんな 害はありません。 そ 

れは 掛けよう が 悪い のです ご 

農民 一 「掛げ よう 悪た て お前さんの 言うよう にす たま 

すご 



爾薩待 「いや、 そうでないです。 第一、 日中に 掛ける 

という ことがあります かご 

農民 一 「はでな、 そ いづお 前さん 言わな いんだ もな ご 

爾薩待 「言わない たって 知れて るじゃありません か。 

いやにな つち まうな ご 

「申し ご (農民 一 一 登場) 

おいま- 

農民 二 「陸稲 さっぱり 枯れで しまったます ご 

爾薩待 「だからね、 今 も 言って るんだ、 こんな 天気の 

まつ 盛りに 肥料に しろ 薬剤に しろ かける と いう 

害 はな いんだ。」 

農民 一 一 「何した どす。 お前さん、 今 行つ てす ぐ掛 げろ つ 



て 言った け あかご 

爾薩待 「それ は 言 つ た。 言 つ たけれ ども、 君た ちの や つ 

ふんむき 

たようで なく、 噴霧器 を 使わない といけ な いん 

だ ご 

農民 一 「虫 も 死ぬ 位 だから 陸稲 さも 悪い ので あある 

まいが ご 

農民 二 「どうもそう だよう だます ご 

しょほう 

爾薩待 「いや、 そんな こと はない。 ちゃんと 処方 通り 

やれば うまく 行つ たんだ ご 

「今日は ご (農民 三 登場) 

農民 三 「先生、 あの 薬 わがない。 さっぱり 稲 枯れる も 



の。」 

爾薩待 「いや、 それ はね、 今 も 言って たんだが、 噴 霧 

器 を 使わずに、 この 日中 やった のがい けな かつ 

たの だ ご 

農民 三 「は あで な、 お前 さま、 おれさ 叮 ねいに 柄杓で 

かげろ て 言った だない すか ご 

爾薩待 「いやいや、 それ はね、 …… 」 

農民 二 「な あに、 この 人、 まるで さっきたがら、 いい 

こり や 加減 だ もさ ご 

農民 一 「あんまり 出来さな いよだね ご 

(医師し おれる) 



農民 四、 五、 六 登場 

やろう 

農民 四 「じ や、 この 野郎、 山師た がり だ じ やい。 まる 

きり 稲 枯れで しまた なご 

農民 五 「ひでや づだじ や。 春から 汗水たら すて、 よう 

やぐ 物にすた の、 二百 刈リづ もの、 まるっきり 

枯らして しま つ たなご 

農民 六 「ほんと に ひで 野郎 だ ご 

農民 二 「全体、 はじめの 話 がら、 ひ よんた だた もな。 

じ や、 うな、 医者 だなん て、 人 がら 銭まで 取つ 

てで、 人の 稲 枯らして 済む もんだ がご 

爾薩待 (うなだれる) 



(農民 等 黙然) 

ちょう えき 

農民 二 (ややあって) 「いま、 もぐり 歯医者で も 懲役 

だま 

になる もの、 人 欺して、 こったな ごとして それ 

で 通る づ箬 ない がべ じ や ご 

爾薩待 (いよいよ しょげる。) 

うそ 

農民 二 「六 人 さ、 まるっきり 同じ ごと 言って 偽 こいで、 

そしてで 威張って、 診察料よ ごせだ、 全体、 何 

の 話 だり や ご 

爾薩待 (いよいよ しおれる) 

農民 一 (気の毒になる) 「じ や、 あんまりそう 言うな じ や、 

人の 医者 だて 治る ご ともあれば、 療治 後れれば 



農民 一 一 「さあ、 行ぐ ベ。 どうもお ありが どご あんす た ご 

一 同 退場 医師 これ を 見送る。 

(幕) 
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